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萌芽は被うに広葉樹で見られる現象です。森林を更新させる方法としてみた場合，萌芽更新を実生

による更新と比較すると，初期成長が早い，更新にかかる経費が少なくてすむ，といった特徴があげ

られます。こうした利点から，萌芽更新は古くから広葉樹薪炭材生産やしいたけ原木生産をとおして，

森林施業において活用されてきました。しかしこのような従来の萌芽の路用は，すべて伐採後に伐根

から発生する萌芽に関するものであり，これ以外の伐採を伴わずに自然発生する萌芽や根萌芽を森林

施業のなかで活用するといった試みは，これまでのところなされていません。また伐根からの萌芽に

ついても，過去の研究例や報告はコナラ属の樹種を対象にした物がほとんどであり，その他の樹種に

ついての情報は限られています。萌芽更新を施業のなかに取り入れるためには，まず各樹種の萌芽特

性や萌芽能力を知ることが大事です。また萌芽幹の発生や成長に影響を与える要因を知り，それをコ

ントロールする方法や，さらに密度管理についても検討されるべきでしょう。ここではこれまでに明

らかになったことや，今後取り組んでいくべき課題について考えてみます。 

 

機能的側面から見た萌芽のタイプ 

 ひとくちに萌芽といっても，その発生の

起源や機能は一様ではなく，いくつかにタ

イプに分けられます。そこでまず，樹木に

とっての機能という側面から，萌芽を 3 つ

のタイプに分類してみましょう（図－1）。

一般によく知られている萌芽は，伐採や幹

折れなどによって地上部が消失したり損

傷を受けた後に，切り株や幹の根元付近か

らシュート（苗条）が発生して地上部を再

生する現象です。このタイプの萌芽を「修

復と再生のための萌芽」と呼ぶことにしま

す。程度の差を無視すれば，大半の広葉樹

ではこのタイプの萌芽がみられますが，な

かでもミズナラやコナラなどのコナラ属 

の樹種でこの能力が高いことはよく知られています。次にカツラやシナノキ，ホオノキ，アオダモな

どは，とくに地上部が損傷を受けなくても自然状態で萌芽幹を連続低に発生させるので，天然林など

では多数の幹が株立ちしている状態がよく見られます。このタイプの萌芽の持つ生体的な意味は，地

上部を常に更新することによって長い間その場所にとどまり，数少ない実生による更新の機会を待っ

ているのだと考えられています。このタイプを「地上部更新のための萌芽」と呼ぶことにします。さ

らに広い意味での萌芽には，ヤマナラシやシリウリザクラなどにみられる根萌芽を含む場合もありま

す。根萌芽荷は栄養繁殖によって個体数を増やし，生育場所を広げるという機能があります。あるタ

イプの萌芽能力の高い樹種が，別のタイプの萌芽能力においても高いとは限りません。一方で発生の

起源から萌芽を見た場合，潜伏芽（過去に葉の基部に作られた芽が開かずに潜伏したもの）由来の萌

図－１ 機能からみた萌芽のタイプ 



芽と不定芽（根や茎の節間など，芽が本来できるところ以外の部位に生じた芽）由来の萌芽に大きく

分けることができます。修復と再生あるいは地上部更新のための萌芽では，潜伏芽からシュートが生

ずる場合が多いに対し，根萌芽では不定芽由来のものが多いといわれています。 

 地上部更新のための萌芽や根萌芽に関しては，これまでのところ生態的な観察や記述が多く，萌芽

を促進する要因や施業への応用などについては，まだよくわかっていない部分が多いと考えられます。

例えば萌芽の場合，ヤマナラシでは伐採や山火事などのかく乱によって萌芽が促進されるといわれて

いますが，一方でシウリザクラなどのように自然状態でも盛んに根萌芽芽みられる樹種もあります。 

 

各樹種の伐根からの萌芽能力 

 上述した 3 タイプの萌芽のうち，修復と

再生のための萌芽，特に伐採後の伐根から

の萌芽については，過去に行われた薪炭林

施葉をとおして幾つか調べられた例があ

ります。図－2 は，北海道における約 20

年生の広葉樹林を伐採した際のデータか

ら，伐採後の株の生存率を指標として，各

樹種の萌芽能力を比較したものです。図で

は伐採後 5 年目の株生存率を横軸にとり，

伐採後 20 年目の生存率を縦軸にとって樹

種ごとにプロットしています。この図では，

おおまかに図の右上にある株生存率の高

い樹種と，左下の低い樹種とに分けること

ができます。高いものとしては，ミズナラ，

ハルニレ，イタヤカエデ，ヤチダモ，カシ 

ワ，ヤマグワ，サクラ類，ハシドイなどがあります。ミズナラはこれらの樹種のなかで，伐採 20 年

後の生存率が最も高くなっています。一方低いものとしては，アズキナシ，キハダ，カンバ類，ハリ

ギリ，シナノキ，ハンノキ，ハウチワカエデがあります。シナノキは自然状態では株立ちがよくみら

れることから萌芽しやすい樹種といわれていますが，伐根の生存率は最初高いものの，年数が経過さ

れるとかなり低くなることがわかります。また，このなかにははいっていないものの，他の報告など

からやはり株の生存率が低いと考えられるものとして，アサダ，コシアブラ，ミズキがあげられます。 

 

萌芽に影響を与える要因 

 上述のように樹種によって伐根からの萌芽能力に違いがみられますが，同じ樹種であってもいくつ

かの要因によって株に生存率や萌芽成長量に違い芽生じます。そこで要因として伐採時期と伐根のサ

イズを取り上げ，ミズナラを中心にこれらの要因が萌芽に与える影響をみてみます。 

 まず伐採の季節に関しては，コナラやミズナラなどで，生育期間中よりも生育休止期間に伐採した

ほうが株の生存率が高くなることが知られています（図－3）。この理由は，生育休止期間のほうが地

下部の貯蔵養分が多いためだと考えられています。コナラ属のように修復と再生のための萌芽をする

樹種では，樹木は冬期間的変化が知られています。実際に生育期間中には梢端におけるデンプン量が

増加するといった季節的変化が知られています。コナラ属のように修復と再生のための萌芽をする樹 

図－２ 伐採後の株の生存率 
長池（1963）より作図 
原著中「はないたや」と記述したものはハウチワカエデとした。



種では，樹木は冬季間の地上部の損傷に備え

て，養分をある程度根元付近や地下部に転

流・貯蔵しているのでしょう。 

図－４（A）は伐採から 10 年後のミズナラ

の株生存率を伐根の直径別にみたものです

が，10 ㎝未満と 30 ㎝以上の株では生存率が

低下していることがわかります。また図－4

（B）は，株あたりの萌芽発生本数と萌芽材

積を伐根の直径が大きくなるほど多くなる

傾向がみられます。従ってミズナラの場合，

伐根後の株生存率を高め，なおかつ高い萌芽

成長量を期待するならば，およそ直径 10 ㎝

以上，30 ㎝未満のサイズで伐採することが

望ましいと考えられます。こうした伐根直径

と萌芽発生・成長量の関係は，樹種によって

も変わってくると考えられます。ミズナラ以

外の樹種でもこうした定量的なデータを集

積していけば，どれくらいのサイズで伐採す

るとどれだけの萌芽成長が期待できるか，と

いった将来予測が可能になるでしょう。なお

伐根の直径以外にも，伐採高が萌芽成長量に

影響を与えるといわれていますが，報告によ

って結果が異なる場合が多く，一定した傾向

はみられませんでした。 

 

萌芽林の密度管理 

 密度管理というと通常はヘクタールあた

りというような林分全体の密度が問題とさ

れますが，萌芽林の場合には，林分全体のみ

ならず株あたりの萌芽幹本数が問題となっ

てきます。伐採後に伐根からの萌芽を自然状

態で放置した場合，図－4(B)で示したように

直系の大きな伐根では何十本もの萌芽幹が

叢生し，株内萌芽幹どうしで光や養分をめぐ

る競合が起こると考えられます。萌芽幹を整

理せずに自然状態で放置した場合でも，伐採

から 5 年ほどの間に萌芽幹の多くが自然枯

死・消失することが知られています。しかし

剪定処理を行って幹数を人工的に減らして

やると，処理を行わない場合に比べて萌芽幹 

図－３ 伐採季節と生存株の関係 

(A) コナラ・ミズナラ（浅川（1993）より作図） 

(B) ミズナラ（菅野（1984）より作図） 

図－４ ミズナラにおいて伐根直径が萌芽に与える影響 

(A) 伐根の根元直径と株生存率の関係 

(B) 伐根の根元直径と萌芽幹発生本数および萌芽材積の関係 



の直径成長が促進されることがわかって

います。図－5 は，株内でサイズの大きな

萌芽幹(上位萌芽幹)3 本および 5 本を残し

て剪定を行った場合と，剪定を行わない場

合の萌芽幹の直径頻度分布を示していま

す。強度に剪定を行ったほうが，萌芽幹の

成長がよいことがわかります。また上位萌

芽幹の生存率には，剪定処理を行った場合

と行わない場合の間で差は認められませ

んでした。こうした剪定処理をいつ，どの

くらいの強度で行うべきかといった点に

ついて，今後検討が必要でしょう。また株

あたり仕立て本数は，林冠閉鎖後に問題と

なってくる林分全体の密度とも関係して

きます。ミズナラしいたけ原木林における

林分全体の密度については既に収量密度

図(北海道林業改良普及協会)が作成してお

り，密・中庸・疎仕立てといった仕立て方

法に応じて林分全体の密度の適正な指標  

が得られるようになっています。もし株内

の競合と株間の競合を同様に扱うことが 

できるならば，株あたり本数を考慮しなくとも，林分全体の密度だけを考慮すればよいでしょう。し

かし一般には，株間の距離に比べて株内の萌芽幹同士の距離がきわめて近接しているため，株内での

競合が強く働くものと考えられます。従って株あたり本数についても考慮する必要があるでしょう。 

 

おわりに 

 これまでの萌芽に関する研究は，薪炭林施業への応用という背景から，伐根から発生する萌芽に関

するものがほとんどで，樹種もミズナラや，コナラ属を対象とするものが主でした。今後は地上部更

新のための萌芽や根萌芽乗りようを考慮することや，ミズナラ以外の樹種について情報を集めていく

ことが必要でしょう。また萌芽りんの密度管理については，今後株あたりの仕立て本数について考慮

していくことが必要でしょう。 

(道北支場) 

図－５ 株あたり仕立て本数別にみた 
萌芽幹の根元直径頻度分布 

ミズナラ林伐採から３年後に処理を行い、７年経過した場合

矢印は平均根元直径をあらわす 


